
 

 仲間と共に創り上げた 心を震わせる合唱  
合唱祭、合唱交流会に、多くの保護者の皆様にご参観いただきありがとうございました。子ども

たちの合唱はいかがでしたでしょうか？どの学年、どの学級からも、これまでの学級の高まりを感じ

られるものでした。合唱そのものの完成度はもちろん、その合唱に込めた思いが伝わってくるもの

でした。一人ひとりが様々な思いを抱えながら、合唱に向かい始めました。取組の中では、前向きに

取り組めない仲間に気を揉んだり、本音をぶつけ合ったり、仲間の姿やその思いに気付き、自身の

あり方を見つめたり、自分や仲間の成長を感じ涙したりと、それぞれの学級であった様々なドラマを

感じさせる、心を震わせる合唱でした。 

全校で実施された合唱交流会では、各学年らしさが発揮された学年合唱が披露されました。 

１年生の「大切なもの」では、学年全体の心が一つになった素晴らしい時間でした。歌詞に込め

られた、仲間との絆や仲間の大切さを、元気いっぱいの表情と勢いのある声量で歌いきってくれま

した。一人ひとりの声が重なり合い、学年全体の絆や明るさが感じられ、感動しました。 

 

（写真） 

 

２年生の「名づけられた葉」では、言葉の一つひとつに込められた意味を丁寧に表現しようとす

る姿勢がとても印象的でした。命の尊さや言葉の重みを考えながら歌う姿に、成長を感じました。

心を一つにして創り上げた合唱は我々に深い感動を与えました。 

 

（写真） 

 

３年生の「大地讃頌」は見事でした。重厚なハーモニーと力強い歌声には、これまで仲間と共に

積み重ねてきた努力を感じられました。さらに、音をそろえるだけでなく、曲の持つ壮大なテーマを

表現するために、一人ひとりが責任をもって合唱に取り組んだことを感じさせるものでした。 

 

（写真） 

 

合唱を創り上げることを通して、子どもたちは仲間と同じ目標に向かって、協力しながら一つの

作品を創り上げる喜びを味わうことができました。この経験が、子どもたちのこれからの大きな力に

なることを願っています。 
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